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拡散型体外衝撃波照射時の足関節の角度の違いが下腿三頭筋の筋硬度に及ぼす影響
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【 目的】拡散型体外衝撃波（ Radial pressure wave therapy； 以下、 RPW）は、 運動器疾患に対し て用いら れる 物理療法機器であ
る 。 RPW は、 除痛効果や損傷組織の修復効果、 骨形成促進効果がある と さ れており 、 靱帯損傷や慢性的な腱障害、 疲労骨
折など のス ポーツ 障害に対し て用いら れている 。 し かし 、 RPW の照射が筋や腱など の軟部組織に及ぼす影響について検討
し た報告は少ない。 そこ でわれわれは、 RPW の照射時に足関節の角度の違いが腓腹筋内側の筋腱移行部の組織硬度に及ぼ
す影響について検討し たので報告する 。【 方法】対象は、 継続的な運動習慣がなく 、 下肢に整形外科的疾患を 持たない健常成
人 15 名 30 脚（ 21.7±3.9 歳）と し た。 RPW の照射は、 刺激強度 1.5～3.0bar、 周波数 10Hz、 shock 数は 2000shocks と し た。
照射部位およ び組織硬度の測定部位は腓腹筋内側の筋腱移行部と し た。 照射肢位は、 ベッ ド 上で腹臥位と し 、 足関節は、 一
側を 足関節自然下垂位（ 肢位 a）、 も う 一側を 足関節背屈位（ 肢位 b）と し た。 肢位 b は、 検者が徒手筋力計を 用いて一定の負
荷力で足関節を背屈さ せた。 評価項目は、 RPW の照射前後の組織硬度と し た。 RPW 照射前後と 照射肢位によ る 組織硬度の
比較は、 対応のある t 検定を 用いた。【 結果】組織硬度は、 肢位 a、 b 共に RPW 照射後に有意に低下し た（ p＜.05）。 照射肢位
によ る 比較は、 肢位 b と 比較し 肢位 a は有意に低下し た（ p＜.05）。【 考察】RPW の照射によ り 筋腱移行部の組織硬度は低下
する こ と 、 その効果は肢位の影響を 受ける こ と が明ら かになっ た。 肢位 b は肢位 a と 比較し て組織硬度が低下し なかったこ
と は、 足関節背屈位では、 RPW によ る 刺激と 検者によ る 伸張負荷がゴ ルジ腱器官の閾値を 超えたこ と で筋が自原抑制し 、
筋収縮を引き 起こ し たためと 考えた。
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プロ競輪選手におけるレース中の落車による第 4 頸椎脱臼骨折の手術後、 短期間レース復帰と なった症例報告
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【 背景】頸椎脱臼骨折は強大な外力によ り 発生し 、 重篤な合併症や生命予後不良の場合も ある 。 ま た、 ス ポーツでの発生も あ
り 、 選手生命に影響を 与える こ と も ある 。 ス ポーツ 選手の頸椎脱臼骨折は復帰ま で 1 年以上を 要する こ と も 知ら れている 。
本症例は、 プロ 競輪選手における レ ース 中の転倒によ る 第 4 頸椎脱臼骨折受傷後 17 週でのレ ース 復帰、 23 週でのレ ース 優
勝と なっ た例を経験し たので報告する 。【 対象】35 歳男子プロ 競輪選手。 競輪レ ース 中に相手選手と 接触し 、 頭部よ り 転倒。
そのま ま 救急搬送さ れレ ース 場近く の病院にて頸部レ ント ゲン・ M RI・ 3 次元 CT 検査を 実施し 第 4 頸椎脱臼骨折と 診断さ
れる 。 受傷翌日、 頸椎固定術の手術を 受ける 。 早期の競技復帰を 望んでいる が、 全身の筋力低下を 訴えている 。 著者は術後
8 週目に筋力増強ト レ ーニングのオフ ァ ーを 受けた。 手術後 8 週目よ り 器具を 使用し た筋力増強訓練。 手術後 9 週目よ り モ
チベーショ ン 低下の訴えや段階的なリ ハビ リ テーショ ン ができ ていないこ と がわかり 、 その後「 意欲の逆 U 字モデル」に従
い協調性・ 競技特有訓練やメ ンタ ルト レ ーニングを 追加で実施し た。【 結果】手術後 9 週目よ り 行っ た段階的リ ハビ リ テーショ
ン（ 実践ト レ ーニン グ）およ びメ ンタ ルト レ ーニング後よ り 症状が劇的に改善。 手術後 17 週でのレ ース 復帰、 23 週でのレ ー
ス 優勝と なっ た。【 考察】本症例選手は第 4 頸椎脱臼骨折受傷後よ り 外傷の回復は順調であったが①術後リ ハビリ テーショ ン
を 行う 場所や人が異なり 、 段階的なト レ ーニングなどの情報共有ができ なかっ た②身体機能向上に重点を 置いたため、 心理
面の配慮を 怠っ ていたこ と など の問題点であっ た。 上記 2 点へのアプロ ーチを 行った結果、 症状が改善し 、 早期復帰、 優勝
と なっ た。 プロ 競輪選手への第 4 頸椎脱臼骨折受傷後のト レ ーニングにおいては、 段階的なト レ ーニングや心理的アプロ ー
チが重要である こ と が示唆さ れた。
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【 背景】膝の特発性骨壊死は 1968 年 Ahlback ら によ り 大腿骨内顆の骨壊死が報告さ れて以来、 膝関節痛を き たす疾患と し て
注目さ れる よ う になり 、 その後大腿骨外顆、 脛骨顆部にも 同様の病変が発生する こ と が知ら れてき た。 骨壊死や変形性膝関
節症治療のひと つに、 PFC-FD（ Platelet-Derived Factor Concentrate. Freeze Dry）療法（ セルソ ース 株式会社）がある 。 PFC-FD
療法は変形性関節症に対する 再生医療のひと つで、 多血小板血漿（ platelet-rich plasma： PRP）を 体外で脱顆粒し 、 成長因子
を 放出さ せた後に凍結乾燥さ せ、 関節に注入する 治療法で、 本邦では、 変性疾患や慢性腱炎を 中心に活用が進んでおり 、 と
く に変形性膝関節症では人工関節置換術の前段階治療と し て期待さ れている。 PFC-FD は白血球成分を 含ま ず、 成長因子群
が濃縮さ れ、 注射後の痛みが少ないこ と が特徴と さ れる 。 今回、 中高年の長距離競技者で膝の特発性骨壊死症と 診断さ れる
ま での経緯を 観察する 機会があり 、 さ ら にこ の PFD-FD 療法の効果を 観察でき たので若干の考察を加えて報告する 。【 結果】
骨壊死に対し て PFC-FD 療法を 実施し 、 短期的に良好な結果を 得る こ と ができ た。【 考察】膝関節痛を 訴える 年齢層は広く 、
その ADL レ ベルも 様々であり 、 青壮年期では疼痛の原因を 限定する こ と が難し いケース も 珍し く ない。 今回の例のよ う に、
膝関節に骨壊死が生じ る 症例がある こ と を 知る こ と が、 柔道整復師の施術適応範囲である かを 判断する 一助と なり 、 ま た、
骨壊死に対する 治療選択肢の知識を増やすこ と が患者の早期社会復帰につながる と 考える 。
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少年期における急性肘関節内側側副靭帯損傷に対する超音波画像観察の有用性— 内側型野球肘と 比較し て—
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【 背景】少年期ス ポーツ 選手における 肘内側側副靭帯（ 以下、 UCL）損傷に関する 報告は、 いわゆる 内側型野球肘（ 以下、 野球
肘）に関する も のが多く を 占める 。 野球肘と は、 投球時の上腕骨内側上顆への繰り 返す牽引ス ト レ ス によ り 、 骨膜の変性お
よ び靭帯の部分断裂によ る 靭帯肥厚など の靭帯機能不全が生じ る こ と で、 疼痛が惹起さ れる 疾患である 。 近年、 超音波画像
観察装置（ 以下、 エコ ー）を用いて、 少年期における 野球肘に特化し たス ク リ ーニング検査が実施さ れており 、 エコ ー画像上
での野球肘の分類など が報告さ れている 。 し かし 、 少年期における 急性 UCL 損傷に対し 、 エコ ーを 用いて評価し た報告は
少ない。 今回われわれは、 少年サッ カー選手における 急性 UCL 損傷に対し 、 受傷初期のエコ ー画像を 用いた評価およ び治
療を 経験し 、 初期評価時およ び野球肘と のエコ ー画像の比較検討を 行っ たため報告する 。【 症例】対象は 15 歳男性。 サッ カー
の練習中転倒し 、 左手掌を 衝き 受傷し た。 受傷翌日に A 病院を 受診し 、 エコ ー画像所見よ り 左 UCL 損傷と 診断さ れた。 肘
関節を 中心に高度な腫脹が認めら れ、 エコ ー画像上では、 靭帯付着部（ 近位）およ び靭帯実質の損傷、 周囲軟部組織の高度な
腫脹によ る 低エコ ー像が認めら れた。 3 週間の軟性材料での肘関節固定後、 可動域訓練を 開始し た。【 結果・ 考察】本症例に
おける エコ ー画像上においては、 brillar pattern の消失およ び、 周辺組織の低エコ ー像（ 炎症所見）を 観察可能であり 、 急性
UCL 損傷における エコ ー画像検査の有用性が示唆さ れた。 ま た、 野球肘における エコ ー画像と 比較では、 低エコ ー像が広
範囲であり 、 骨表面の不整像は認めなかっ た。 ま た、 靭帯断裂部に高エコ ー像を 呈する などの特徴が観察可能であっ た。 し
かし 、 本報告は一症例と の比較である こ と から 、 症例数の追加、 およ びさ ら なる 検討が必要である 。
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【 はじ めに】外側円板状半月板（ 以下 DLM）は、 1889 年に Young ら によ って初めて外側半月板の形態学的異常と し て報告さ れ
た。 一般的な臨床症状は、 疼痛、 跛行、 轢音、 弾発膝（ snapping）、 ロ ッ キング、 伸展制限である 。 正常半月板と 比較し た形
状の違いのみなら ず、 構造的な異常を 伴っ ている ため変性や損傷を 生じ やすく 、 多く は両側性と さ れている 。 Takigam i ら
は 5 歳～15 歳の完全型 DLM 152 膝について調査し 、 22 膝（ 14.5％）に大腿骨外側顆の離断性骨軟骨炎（ 以下 OCD）を 認めたと
報告し ている 。 当院で治療を 行っ た症例について報告する 。【 対象】平成 30 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日ま での 5 年間、
M RI で外側円板状半月板を 認めた 10 人（ 13 膝）を 対象と し た。 男性 8 例、 女性 5 例。 平均年齢 10.4 歳。 左 6 例右 7 例。【 結果】
Watanabe の分類で不完全型が 4 例、 完全型が 9 例。 OCD を 認めたのが 2 例であり（ 15.3％）、 そのう ちの 1 例は Ahn の分類
で OCD のリ ス ク フ ァ ク タ ーと さ れている Central shift type であっ た。【 考察】平野ら は DLM 大腿骨果部形状に与える 影響
と し て、 DLM 形状に適合する よ う に大腿骨外側顆遠位部が平坦化し ている ため、 術後も 半月板と 大腿骨外側顆の形状の不
適合を 生じ る と 考え、 術後 OCD の発症の原因の一つになる 可能性があ る と 報告し ている。【 結語】過去 5 年間で DLM と
OCD を 合併し た症例は 13 例中 2 例（ 15.3％）であり 、 Takigam i ら の報告と ほぼ同等の比率であっ た。 頻度は多く ないも のの、
離断性骨軟骨炎の合併を 念頭に MRI 読影、 経過観察を 行う べき である 。 DLM 術後も 画像検査を 定期的に継続し て行う こ と
で、 大腿骨外側顆の平坦化や、 OCD を はじ めと する 関節の変性を 早期に発見する こ と ができ る ため術後も 継続し た経過観
察の必要性がある 。
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【 はじ めに】大腿部の打撲損傷は、 柔道整復師がし ばし ば遭遇する 症例であり 、 バス ケッ ト ボールなど のコ ンタ ク ト ス ポーツ
等で頻発する 。 多く の症例では予後は良好である が、 軟部組織損傷が著し く 見ら れる 場合や治療の管理が不十分な場合に、
骨化性筋炎を 引き 起こ すこ と がある 。 損傷を 受けた筋肉が出血し て血腫にカルシウ ムが沈着し て石灰化が生じ る と 、 運動痛
を伴う 膝関節の可動域制限が起こ る 。 今回は医科を 受診後、 当院に来院し た患者の超音波画像観察装置によ る 経過観察から
運動許可のタ イ ミ ングを 考察し たので報告する 。【 症例】16 歳男子、 バス ケッ ト ボールプレ ー中に相手の膝が右大腿中央や
や外側に入り 負傷し た。 医科に通院し 約 2 週間安静後、 医科にて運動許可が出たためし ばら く 運動を 続けていたが、 受傷か
ら 6 週間後に再び同部位に疼痛が出現し 当院に来院し た症例になる 。 初検時は大腿部中央やや外側に広く 圧痛があり 、 膝関
節屈曲が 90°で制限がみら れ、 体表から も 筋硬結が触知でき た。【 経過】初検時は超音波画像観察装置で中間広筋上に音響陰
影を と も なう 石灰化像が確認でき 、 圧痛点と も 一致し た。 その後、 約 2 週間（ 受傷後 8 週間）の安静ののち徐々に運動を 許可
し 、 その後も 疼痛出現する こ と なく 負傷前の競技レ ベルま で復帰でき たが、 超音波画像ではわずかに石灰が吸収さ れている
程度だっ た。 更に受傷から 161 日経った際の画像でも 筋肉内の石灰は吸収さ れていないのを 確認し た。【 考察】外傷性骨化性
筋炎のよ う に石灰化し た物質が筋肉内に介在する と 、疼痛や可動域制限などが生じ 、運動に支障が出る と 考えら れていたが、
今回の症例は石灰が介在し た状態でも 運動復帰ができ ていた。 外傷性骨化性筋炎の症例では石灰化が改善さ れていなく と
も 、 圧痛や可動域制限が改善さ れれば競技復帰でき る こ と が示唆さ れた。
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超音波画像観察装置を用いた第 5 中足骨近位部の障害の描出方法の検討

黒崎壮一郎（ 若田接骨院）
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【 はじ めに】第 5 中足骨近位部の病態は様々である 。 中でも 小児に障害が発生し た場合、 骨折線と 骨端線の超音波画像観察装
置（ 以下： エコ ー）によ る 判断は困難なこ と が多い。 骨折線の多く は中足骨長軸に対し て垂直に生じ 、 骨端線は中足骨長軸に
対し て平行に存在する こ と が多いため、 こ の特徴がエコ ーを用いた判断に役立つのではないかと 考えた。【 症例】13 歳、 男子、
サッ カー試合中に相手と 接触し た際、 足部を捻転負傷し た。 エコ ーで観察する と 、 第 5 中足骨底部の外側方向から プロ ーブ
を 当てる と 斜めに線状高エコ ー像の不連続像が見ら れた、 更に背側方向から プロ ーブを 当てる と 垂直に線状高エコ ー像の不
連続像が見ら れた。 垂直方向に不連続像が見ら れた事から 、 骨折を 疑い医科に対診を 行った症例になる 。【 検証】医科に対診
し た結果、 第 5 中足骨底部に骨端核を 認め、 明確な骨折線は無いと いう 診断さ れた。 そこ で更に当院にてエコ ーによ る 検証
を 行った。 骨端線は外側方向から プロ ーブを当てる と 斜めに描出さ れ、 背側方向から プロ ーブを 当てる と 垂直に描出さ れる
と 仮説を し 、 エコ ーによ る 検証を 行っ た。 第 5 中足骨の形状を真似た模型を 作り 、 骨端線を イ メ ージし て模擬的に切り 込み
を 入れた。 その模型を 用いてエコ ー画像を 比較し 骨端線の見え方について考察し た。【 結果】模型に対し 外側方向から プロ ー
ブを 当てる と 、 骨端線を 再現し た切り 込みは斜めに描出さ れた。 更に、 背側方向から プロ ーブを 当てる と 切り 込みは垂直に
描出さ れた。 以上のこ と から 仮説が立証さ れた。【 考察】エコ ーを 用いた第 5 中足骨近位部の病態の見え方の相違を 理解する
こ と で、 骨折線と 骨端線の損傷の違いを 鑑別する のに役立つと 考えら れた。 し かし 骨端核は様々なバリ エーショ ンが存在す
る ため、 鑑別には注意が必要である 。 第 5 中足骨近位部の障害の様々な病態を 鑑別する ために、 エコ ーは有用である と 考え
ら れた。
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U-18 サッ カー大会における外傷調査に関する報告

土岐明寛、 丹治良輔、 益　 賢明、 樋口朋基（ 平成医療学園専門学校）

key words： ト レ ーナー、 サッ カー、 学年、 ポジショ ン、 負傷部位

【 目的】平成医療学園専門学校では、 全国各地よ り 強豪校が集結し て、 10 日間にわたり 熱戦が繰り 広げら れる 堺ユース サッ
カーフェ ス ティ バルにト レ ーナーと し てサポート 活動を 行っ ている 。 その大会における 活動と 外傷調査を 行ったので報告す
る 。【 方法】堺市立サッ カー・ ナショ ナルト レ ーニン グセン タ ー（ J-GREEN 堺）において 2023 年 7 月 21 日～30 日に開催さ れ
た第 12 回目の男子高校サッ カー大会の試合中に発生し た外傷症例を 対象と し た。 全国から 176 チームの参加があり 、 1 日
に約 60 試合が実施さ れ、 発生し た外傷に対する テーピ ングなど の処置を 行い、 骨折の判断にはポータ ブルの超音波画像観
察装置を 用いた。【 結果】施術を 行っ た延べ人数は 556 名であっ た。 学年別でみる と 1 年生 40 名、 2 年生 194 名、 3 年生 322
名であっ た。 ポジショ ン別では、 FW136 名、 M F221 名、 DF144 名、 GK40 名であった。 負傷部位別では腰部 56 名、 大腿部

（ 前面）69 名、 大腿部（ 後面）16 名、 下腿部 50 名、 足部 14 名、 股関節部 33 名、 膝関節部 68 名、 足関節部 193 名であっ た。
ま た、 骨折有無の判断に超音波画像観察装置を 用いた結果、 鎖骨骨折が 3 例、 橈骨遠位端部骨折が 3 例であっ た。【 考察】施
術を行っ た計 556 名はコ ロ ナ禍にあっ た 3 年間よ り も 増加し ていた。 練習の絶対量が少なかっ たコ ロ ナ期間中と 比較する と 、
ハムス ト リ ングス や下腿三頭筋など の肉離れや熱中症が少なかっ た。 こ れは日々の練習量の確保がし っ かり でき ていたこ と
が影響し ていたと 考えら れる 。 その反面、 プレ ーの激し さ も 増し 、 鎖骨や橈骨遠位端部など 接触プレ ーによ る 骨折は増加し
た。 特筆すべき は、 骨折のあっ た 6 例いずれも 、 全国レ ベルのチームにおいての発生はなかっ たが、 そこ ま での競技レ ベル
に達し ていないチームでの発生であっ た。 今後はさ ら に詳細な調査を行い、 傷害の予防など について検討する 必要がある 。
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高校運動部活動生におけるスポーツ脳振盪の発生認識に関する実態 ～バレーボール競技を対象に～

森田秀一（ 帝京大学医療技術学部柔道整復学科）

key words： ス ポーツ 脳振盪、 高校運動部活動生、 救護対応

【 背景】ス ポーツ脳振盪の適切な管理には、 脳振盪の発生を 早期に認識する こ と が必要である 。 早期認識には、 選手の自己申
告の他に、 競技中に最も 近く にいる 選手同士が、 該当者の通常な状態から の逸脱、 つま り 疑わし い症状や徴候の有無を 認識
でき る かが重要な情報源と なる 。【 目的】高校運動部活動生（ バレ ーボール競技）を対象に脳振盪の発生認識に関する 調査を 実
施し 、 その実態を 明ら かにする こ と を目的と し た。【 方法】高校バレ ーボール部に所属する 生徒 292 人を 対象に質問紙調査（ 集
合調査法）を 実施し た。 脳振盪の発生認識に関する 質問は、「 試合中に、 自分以外の選手が、 人や物ま たは床に接触し 、 以下
の状態と なっ ている こ と が確認でき た場合、 脳振盪疑いと し て、 試合を 止め、 指導者や医療関係者に確認さ せる 対応を 取り
ま すか ?」と し 、 計 8 項目の兆候や症状を含む状況（「 脳振盪」に関する 4 項目、 よ り 重大な疾患の可能性がある「 RED FLAGS」
に関する 4 項目の 2 カテゴ リ に分類）に対し て、「 対応する 」～「 対応し ない」の 4 段階で回答を 得た。【 結果およ び考察】有効
回答であっ た 279 人を 分析対象と し た。 8 項目全てを「 対応する 」と 回答し た者は、 90 人（ 32.3％）であっ た。 カテゴ リ 別に全
て「 対応する 」と 回答し た者は、「 脳振盪」104 人（ 37.2％）、「 RED FLAGS」144 人（ 51.6％）であ り 、 脳振盪およ び RED FLAGS
の症状や徴候が発生し た場合でも 選手同士で認識でき る ケース は限定的である こ と が示さ れた。【 ま と め】ス ポーツ 脳振盪の
発生認識において、 選手同士で認識でき る ケース は限ら れている ため、 運動部活動指導者や専門家の救護対応が必要である
こ と が示唆さ れた。 本邦の高校運動部活動現場で活動し ている 柔道整復師に対し て、 脳振盪の認識や救護対応に関する 知識
や運動部活動生への啓発手段について十分に周知する 必要がある と 考えら れる 。
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